
例言 例言

第１章　総論 第１章　計画策定の経緯と目的

1.計画の背景と目的→1-1・2へ 第１節　計画策定の経緯

2.計画の性格と役割→1-2へ 第２節　計画の目的

3.史跡広島城跡の現況と課題 第３節　委員会の設置

⑴史跡広島城跡の地理的条件→2-1へ 第４節　関連計画との関係

⑵史跡広島城跡を取り巻く環境→2-2・3へ 第２章　計画地の現状

⑶史跡広島城跡における遺構の現状→3-2・3へ 第１節　自然的環境

⑷史跡広島城跡整備の課題→3-3へ 第２節　歴史的環境

4.史跡広島城跡整備の目標・方針→4-1へ 第３節　社会的環境

⑴整備の目標 第３章　史跡等の概要および現状と課題

⑵整備の方針 第１節　史跡等指定の状況

第２章　総合計画 第２節　史跡等の概要

1.ゾーン計画→5-1へ 第３節　史跡等の公開活用のための諸条件の把握

2.動線計画→5-4へ 第４節　広域関連整備計画

3.景観計画→5-7へ 第４章　基本方針

4.遺構計画→5-6へ 第１節　基本理念と基本方針

⑴遺構整備の手法 第５章　整備基本計画

⑵城郭建造物の復元 第１節　全体計画及び地区区分計画

⑶地上遺構の整備 第２節　遺構保存に関する計画

⑷地下遺構の整備 第３節　歴史的建造物・

5.施設計画→5-9へ 　　　　　石垣・庭園等修復に関する計画

⑴配置施設の設定 第４節　動線計画

⑵園路・広場 第５節　地形造成に関する計画

⑶休養施設 第６節　遺構の表現に関する計画

⑷便益施設 第７節　修景および植栽に関する計画

⑸管理施設 第８節　案内・解説施設に関する計画

⑹教養施設 第９節　管理施設および便益施設に関する計画

⑺供給処理設備 第10節　公開・活用および

6.植栽計画→5-7へ 　　　　　そのための施設に関する計画

7.デザイン計画→5-8へ 第11節　周辺地域の環境保全に関する計画

―参考― 第12節　地域全体における関連文化財等との

第３章　詳細計画 　　　　　有機的な整備活用に関する計画

1.二の丸整備計画 第13節　整備事業に必要となる

2.本丸整備計画→5-3へ 　　　　　調査等に関する計画

3.周辺整備計画→5-11へ 第14節　公開・活用に関する計画

4.管理計画→5-15へ 第15節　管理・運営に関する計画

第４章　具体化計画→5-16へ 第16節　事業計画

1.具体化に向けての考え方 第６章　完成予想図

⑴関連法規への対応と活用

⑵継続的な調査の実施

⑶計画的かつ段階的な整備の実施 （平成27年文化庁文化財部記念物課）

⑷計画への柔軟な対応

⑸広島城跡と市民との密接な関係の醸成

２.整備プログラム

　　※　　　　　は、今後特に加筆・追加検討等が
　　　必要となる事項

史跡広島城跡整備基本計画　全体目次（案）

〔整備基本計画　平成元年策定〕 〔改定（案）〕
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―標準となる構成―に準拠
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